
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
  

 
 
 

 
 

努力できることが才能 
校長 本庄 有希子 

 

今年度も早いもので２月を迎えます。各学年とも締めくくりの段階に入ります。子どもたちは

この節目の中で「今年こそは」と、新しい年の夢を描いたり目標を立てたりしていると思います。

それぞれの学年や立場に応じた夢や目標の設定は、その後の成長に重要な役割を果たします。 

先日、メジャーリーグで大きな功績を残した選手などが対象となるアメリカ野球殿堂入りが発

表され、シーズン 262 安打の大リーグ記録を持つイチローさんが選ばれました。イチローと言

えば、小学校の時に書いた作文が有名です。「僕の夢は一流のプロ野球選手になることです。そ

のためには中学、高校と全国大会に出て、活躍しなければなりません。活躍できるようになるた

めには練習が必要です。僕は３歳から練習を始めています。３年生の時から今までは３６５日中

３６０日は激しい練習をやっています。だから、１週間中で友達と遊べる時間は５、６時間です。

そんなに練習をやっているのだから、必ずプロ野球選手になれると思います。」 

イチローの名言はたくさんありますが、「イチローは天才だ」という声があがったころは、い

つもイチローを取材している人たちは「イチローは天才ではなく、一番練習している努力の人だ」

と語っていました。その天才に関する取材に対してもイチローは「僕は天才ではなく、練習して

努力してヒットの打ち方が分かっただけだ。だから、しいて言えば努力できることが僕の才能な

のかもしれません」と答えていました。イチローは、小学生のときにはお父さんと一緒に毎日バ

ッティングセンターに通い、１球１球ていねいに２時間も３時間も打ち込んでいたそうです。ま

た、メジャーリーグで素晴らしい記録をつくった時でも、いつも球場には他の選手より早く入り、

柔軟、走り込み、守備練習、打撃練習にだれよりも多くの時間をかけ、試合にでる準備をし、試

合が終わればバットやシューズを時間かけて手入れをしたそうです。 

「努力できることが僕の才能」 

すごい言葉です。夢や目標に向かって努力し続ける姿勢が、人を成長さ

せ、確固たる成果を生み出していきます。夢や目標を叶えたいと思うとき、

イチローの生き方に少しでも近づけたらと願います。 
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小学校 高齢者疑似体験 
１月２３日（木）、社会福祉協議会の方を講師と

し、小学校３～６年生を対象に、高齢者疑似体験教

室を実施しました。ベストにおもりを入れ、肘や膝

にサポーター、視野が狭くなるゴーグルにイヤーマ

フを付けて、階段ののぼりおりや、食事、新聞を読

むなどの体験通じて、高齢者の方の大変さを実感し

たようです。体験教室では高齢者役の児童を介助す

るする子どもたちの優しい姿もたくさん見られまし

た。 

 

小学校 プログラミング教室 

１２月２０日（金）、トヨタ未来スクールから講

師の方に来て頂き、小学校５・６年生に向けて、未

来モビリティプログラミング教室を開催しました。

モビリティに見立てたロボットトイを使ったプログ

ラミング体験を通して、プログラミング的思考とプ

ログラミングの基本要素を楽しく学ぶことができま

した。 

小学校 性に関する授業 
 １月１５日（水）、小樽市こども未来部の保健士

の方を講師とし、小学校の５・６年生対象に、「さ

まざまな性」に関する授業を行いました。男らしさ、

女らしさなど、表現する性や好きになる性について

考えたり、LGBTQ＋についての説明を受けたりし

ました。最後に、性に関することは違いがあって当

たり前、プライバシーに関わることなので、話すと

きは周りに注意してください、と話がありました。

3月には中学生でも性に関する授業を行います。 

 

中学校 進路に向けて 
 中学校では３年生がそれぞれの進路実現に向けて

準備を始めています。今年度より、道内の公立学校

がWEBでの出願（インターネットを通じての出願）

となりました。校内では中学校教諭による面接練習

も始まりました。入試当日に向けて、規則正しい生

活習慣、手洗いの励行など、体調管理に気をつけま

しょう。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

小中 ３学期始業式 
 １月１４日（火）、あっという間の冬休みが終わ

り、３学期が始まりました。始業式では、小学校・

中学校のそれぞれの代表者が、３学期に向けての抱

負を述べました。学校に元気な子どもたちが戻って

きてくれたことを嬉しく思います。 

 小学生はその日の放課後に集団下校訓練を行い、

雪道での危険個所なども確認しながらの下校となり

ました。路面が滑るため、保護者の皆様も学校敷地

内への車の乗り入れにはお気をつけください。 

中学校 読書感想文コンクール 
 １２月２１日（土）、小樽市民センター（マリン

ホール）で第６４回小樽市青少年読書感想文コンク

ールの表彰式が行われました。本校生徒の作品「ノ

クツドウライオウを読んで」が、応募総数１８８作

品の中から、入賞し、表彰されました。 
 


